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　　　　　　　　　　　　　1935年度の攣星年鑑

　年末に，1935年度のための攣星年鑑“Ka．　talog　und　Ephemeriden　verUn（lerlicher

Sterne　”が猫國ベルリン天丈羅出版のKleinere、℃r6脱ntlicllungen第14巻として到若

した．すべての龍裁は前年通り・但し，内容は第32回り命名表〔A・N・⑰017〕の新攣

星を加へ街ほ
　　RCraterisは以前疑はれてるたが，　Hoffn）eister氏の観測研究により黒星たる；事礁

　　認されて加入，VY　GeniinoruinはEsch氏の研究により不燈星なりとして除外・

　　うを座新星（1907年目はRcinmuth氏の研究により存在せざる事確めらオ1て除外

されたるため，三星線数は結．局6221個となった・

　　　　　　　　　　　　1935年度の小遊星表を見る

　こんどは例年よりも少し三屋れてKlcine　Planetc11が多いた・中に記載してある小遊

星は天界第154號の第135頁に紹介したものの績きで・（1265）から（1301）まで合計37個

の新天下を含み，全部の軌道要素表と．1935年内に封衝となる・1・遊星1014個の位置推

算表とを畢げてるる・但し
　　（155），　（330），　（39L｝），　（400）．　（4t52）．　（，17：1）．　（516），　（719）

の7星は，初野見後．永く行方が不明で．軌道要素も不確聞のため．位置推算が施し

てない・

　此等の要素や推算の分措者は．
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天文計算局・G．St・a・k・，　A．　Kahrst・dt・F・G・・d・1・t・ch・　R・Hill・r・　P・

正IUgeler諸氏・

フランクフルト遊星學院：K：・Boda，　G・Meyer・F・　Scharffetter三氏・

天丈學院＝N．Kommendantov，　G・Basenow，　A・Batyrev・N・Bojewa・
W．　Hase，　A．　1．opalcosva，，　S．　Malcower，　W．　IMoschlcowa，　A．　PostoJ／ew，

1．　Putilin，　I　I．　1〈ndynslcy，　］1．　Riischno“’，　A．　StruJlskaja，　M．　Towstil〈，

S．Warsar，　N．　NVcir⊂mow，　J．　Zukerwanik諸氏・

プルコワ天文塞＝M，T．9．　ubotin，　P．1．oghino“t，　A．　Purzlivanidze，　D．

Tazu］a諸氏・

唖蝉天丈垂：挙山清次，秋山二氏・

余二天丈垂：E・de　la　XTillennarque師・

アルジェ天文垂：LBoyer，　G・Reiss二瀬・

1Breblau大州：K．　Silberberg氏．

1）Usse：d・rf：W．　Luther氏．

1．lamburg　：G．　Rayna1氏・
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1〈arlstadt＝．B．　Asplind氏．

Johannesburg天丈塁；C・Jackson氏・

Krakau畑打ii隷L・StankiewiCz氏・

Lindenberg＝K．　Stumpff氏．

Merate天文垂：E・de　Car｛D氏．

Montevideo天家蜜：H・Osten氏・

Riga天交垂：K・Stein氏・

Roma市：H．　Mader氏・

Sutton町：B．　F．　Bawtree氏。

ste　Louis市：c．　J・Krieger氏・

Stade市：J。　G．13ehrens氏．

膿瀬秀雄氏・

　　　　　　　　　　フオブス彗星（19291）の軌道研究

　コペンノ・｝ゲン大高のH・Q・Rasmusen氏はB・H・Dawson氏の軌道要素〔Ap，」．

40，30〕に1929－1935年間の木星と土星の撮動を算入して薪しく此の星の改正軌道要

素を機表した〔AN・6069〕・序にER・GripPs氏がB・A・A・年報に載せたものを添える，

　　計算者　　　　　ド1ソン氏　　　　ラスムセン氏　　　　クリプス氏
　近日i船通．過　T　1929年六月26・04625　1935年十一月16・000　1935年十一月15．6762

近日黒占引数
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259028t40．Oif
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　0．5558443

555．9264！！

　3．440801

）繍灘揮｝至剛｝一
　O．55375t．）

・553．693

　3．450046

近日庫離〔0・187472〕

週期6．40664

上記の要素によリラスムセン氏はA・N・誌上にエ935年一月から六月までの位置豫報を

登表してみる・

　　　　　　　第ニシワスマン・ワハマン彗星（19211）の研究

　コペンハ1ゲン大學のラスムセ’ン氏は叉，温田茂氏の登表した軌道要素〔TAB．41〕

に，1929－1935年間の木星と土星との撮動を算入して此の彗星の改正軌道要素と共に

1934年末四ケ月間の位置註記をA・N・6069｝こ登表した・〔花由急報122〕
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x　　　　　　　　　　　　　　紫外線への感度
　普通の人間の眼で如何程まで紫色叉は紫外色が見えるかといふに，太陽の光のスペ

ク．トルを直接に見て鋼押するより外に方法がないのであるが，近頃Saidmanといふ人

め誠によると，こうした短波の光輝を眼で見る感度は，人の年齢によって同じくない・

帥ち，年の若い人は比較的よ．く紫外光線を見る能力を持ってるるが・だん吃々老いる

に從ひ，色の見える範園が長波の方ヘズレて來る・此うした事實の理由は，眼の中の

水晶膿レンズが年齢の進むと共1も短波光線に濾して多少不透明になって，つまり，

紫外線を吸牧する率が多くなるためであるといふ・從って，何かの方法によって眼の

水晶髄の透明度を測定すれば，（或は，眼の紫外線に封ずる感度を巧みに測定すれば），

其の眼の年齢を列定し得るのである・

　撒年前F・Exner氏が，殆んど七十歳の高齢の時，久しぶりで各色彩に封ずる眼の

感度を測定したことがあるが，其の結果は，同氏が曹逓の人の眼に比べて著しく青や

紫の感度曲線が攣ってみることを知った・此の原因は，同氏の眼の綱膜が著しく黄色

に化してみたのによるとされてみる・最近，H・Schober氏の登表によれば，　Exner氏

の野合の如き紫色に封ずる感じの減った事は，只に水晶膿の透明度だけでなく，綱膜

の紫色に号する．吸牧傘が増したことにもよるのである由〔Nat・3397〕

　　　　　　　　　　　　月の噴火口に關ナる新曲

　オ1ストリや國のF・Leitich氏は月世界にある多くの噴火口について其の成因を研

究し，殊にかのコペ？V・＝＝クス山について研究した結果，今まで一部の警世が考へてる

たやうな流星落下読を排し，月の噴火口は皆，月の内部からの原因によるものである

といふ説を力説するに至った・最近，英國の學者たちが月の全表面は火山灰で掩はれ

てるるといふ事を認めたのは有名な話であるが，このライチヒ氏も亦，月面の状態は

火山作用の結果と見るのであって，只，刀の噴火山が地球の火山と異る黙は，．地球の

火山が多く溶岩（lava）を噴出するに封し，月ではガスが徐々と噴き畠し，それが幾千

年といふ長い年月のうちに，月の外殼と其の上を掩ふ聴類の層との間に蓄積するとい

ふのである1此の聴罪層はナトリウムやカリウムやカルシウム等の墜化物で，厚きは

籔キロXlトルに達するが，非常に輕く，組織は内部にガスを含むナこめ多くの孔を持

ってるる・此の盤類層が，ガスの集積と共に漸次上部へふくれ上り，ドーム形となる

のであるが，途には此のド1ム形が破れて，今日吾人が月面に見るやうな圓形の火口

が出座上るのだといふ・ライチヒ氏は此の考へから巧みに月世界の火口中の中央尖峰

や，山脈壁に慰まれた早原や，放射状のridge等を説明し，尚ほ，火口の壁の破壌状
態から此等の火口の年齢などを見積ることすら可能であると言ってみる・〔A。N．．6065〕．

　　　　　　　　　　　　　チヤプマシ氏の榮轡

　S・Chapman氏は昨1934年十一月30日の英國R・yal　S・cietyの総會に明いで，其⑳

學蹟｝二よりRoyal　inedalといふ賞牌を贈られた由・チヤプマン氏は守髄の蓮動學設

’について著しい硯究をした人であるが，最近には地球磁氣の研究に浸思し，それより
漸次太陽の電氣的及び磁壁的性質に論を進め，そ．れから，太陽の紫外線輻射がオ1

1ラや磁氣嵐の原因であること，．叉，地球の高層大氣の電離が日食皆既の時に特異な

性状を示す．こと，爾ほ此等の宇宙現象とオゾン含蓄量の關係などにも研究を進み近

年の宇宙物理學的攣動の深い研究に重要な貢献をした人である・


